
定例教育委員会（9 月度）議事録（要点筆記） 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

○開催日時  令和 3 年 9 月 1 日（水） 

開会 15 時 30 分 閉会 17 時 00 分 

 

○開催場所  直方市役所 5 階 502 会議室 

 

  

２．出席者及び欠席委員の氏名 

○出席者 教 育 長 山本 栄司 

 教育委員 篠田 尊徳 中野 昭子 

  阿部 英子 内藤 誠治 

 

○欠席者 なし 

 

３．教育長、教育委員および傍聴人を除く外、出席した者の氏名 

教 育 部 長 安永 由美子 

学校教育課長 石丸 直哉 

学校教育課管理主事 村上 善道 

 

こども育成課長 塩田 礼子 

教育総務課長 熊井 康之 

文化・スポーツ推進課長 梅原 達巳 

教育総務係長 梅田 賢一 

 

４．教育長の報告 

① パラリンピック採火式（8 月 12 日） 

遠賀川水辺館にて、石炭の火を聖火リレー用ランタンに採火 

② 災害対策本部会議（8 月 12 日） 

12 日からの大雨に対して計 5 回開催 

③ コロナ対策本部会議（8 月 18 日） 

8 月 20 日～9 月 12 日までの緊急事態宣言発令に伴う今後の対応の協議 

④ 市長表敬訪問（8 月 18 日） 

１．直方郷土研究会 直方藩誕生 400 年記念行事についての要望 

２．直方少年少女合唱団 全日本少年少女合唱祭全国大会の協力要請 

⑤ 県立高校との意見交換会（8 月 24 日） 

鞍手高校、直方高校、筑豊高校、鞍手竜徳高校の校長と課題等を協議 

⑥ 市長表敬訪問（8 月 25 日） 

直方第二中学校 空手全国大会出場の表敬訪問 

⑦ 隂山先生講演会（8 月 26 日） 

隂山メソッド実施にあたっての示範授業および講話 



⑧ 第 3 回 DX 推進本部会議（8 月 30 日） 

デジタル技術を利用した行政の変革を目指しての会議 

⑨ 福岡県教育長高校教育課来庁（9 月 1 日） 

県立高校の受験者数低下を懸念しての協議 

 

５．議題及び議事の大要 

○議案（議案書は別紙） 

議案番号 内容 
結果 

主管課 趣旨 
 

議案第 12号

（資料 1） 

令和 3 年度 9 月補正予算について 

承認 ・児童福祉費、小・中学校費、社会教育費について補正要求 

各 課 ・詳細は資料を参照 
 

議案第 13号

（資料 2） 

令和 2 年度歳出決算（教育委員会分）について 

承認 ・主要成果報告書から抜粋 

各 課 ・詳細は資料を参照 

篠田委員 直方市内にフリースクールはあるのか。管轄は教育委員会か。 

また、運営に際して国や自治体から補助金は出るのか。 

石丸課長 市内にフリースクールは無く、教育委員会が関わることもない。適応

指導教室はある。補助金については把握していない。 

山本教育長 文科省の管轄外かもしれない。県も実態を把握していない。 

阿部委員 タブレットの使用方法やルール決めは学校に一任しているのか。 

石丸課長 各学校には積極的な活用を呼び掛けている。タブレットには学習用ソ

フトが入っており、学習内容が担任にも共有される。使用ルールは文

科省から示されており、学校も従っていると思う。各学校の活用状況

は把握していないが、もし一斉に使用した際に通信が遅くなる、起動

しい、などがあれば業者に対応してもらう。持ち帰っての学習やオン

ライン授業については、フィルタリングの設定や通信環境の整備など

の課題はあるが、前向きに検討している。 

山本教育長 今後の展開について村上管理主事お願いします。 

村上管理主事 オンライン授業に向けて保護者との共通理解を進めていく必要があ

る。校長会議において各校長に説明し、また現場の意見も取り入れな

がら準備を進めていく。課題である通信環境だが、90%の家庭に Wi-Fi

環境があるというアンケート結果（回収率 85%）がある。残りの 10%

をどうフォローするか検討している。ルーターが 238 台あるが通信料

が含まれておらず、予算の確保もしないといけない。 

山本教育長 教員によってスキルに差があり、そこで使用頻度の差が生まれるとい

うことはあると思う。また物が揃ったからすぐ活用できるというもの

ではない。「他の市町村に比べて遅れている」という声が上がるかも



しれないが、取り組み状況や家庭の通信環境が市町村間で差があるた

め、都市部に比べて時間がかかる部分がある。 

 

議案第 14号

（資料 5） 

独立行政法人日本スポーツ振興センターの共済掛金に関する要綱

の制定について 
承認 

教育総務課 
・保護者負担分は共済掛金の 10 分の 5 

・要保護、準要保護児童生徒の保護者からは徴収しない 
 

 

○報告事項 

・直方市学校給食費の管理に関する条例について（資料 3）【教育総務係長】 

中学校給食の全員喫食、公会計化に対応するための改正。 

進捗において、牛乳の差額 9 円が令和 4 年度中は発生すること、生徒数の多い二中の

配膳方法の検討、アレルギー対応が課題としてある。 

阿部委員 アレルギーは全部給食で対応できるのか。 

梅田係長 症状によって対応が異なる。症状が重ければ弁当を持参してもらい、

症状が軽ければ保護者と相談の上で配食を決めることになる。 

 

・子ども子育て会議の委員について（資料 4）【こども育成課】 

直方市子ども・子育て会議 

子ども・子育て支援法により設置される、保育園や幼稚園の定員、子ども子育て事業

計画、子育て関係の施策の実施になどに関する合議制の機関 

委員の任期は 2 年。委員 9 名中 8 名は継続、残り 1 名は推薦依頼中。 

 

○その他 

・10 月行事について（資料 6）【学校教育課管理主事】 

 資料を参照 

9 月末の学校訪問は実施予定、緊急事態宣言中の運動会練習は中止。 

 

内藤委員 始業式の日程はどのように決めているのか。 

村上管理主事 各教育委員会の管理規則で定められている。直方市は昨年エアコンが

完備されたので、今年度は試行的に「出校日」として 8 月 25 日から

始めている。運営に影響がなければ、管理規則を変更して 8 月 25 日

を始業式とすることを検討する。現状では 9 月 1 日が始業式である。 

内藤委員 全体的には 9 月 1 日より早まっている傾向なのか。 

村上管理主事 その通り。 

中野委員 南小学校で、けがをした子供の受診が遅れたケースがあったと保護者

から聞いている。二中でも同様のケースがあったが、各小中学校に指

導はしていなかったのか。 



村上管理主事 二中の事故以降、危機管理マニュアルの見直しを行うとともに、すぐ

に病院に連れて行くようにと指導している。 

中野委員 子どもの自覚症状はあてにならないと思うので、遅れて大きな処置が

必要となるような事態にならないよう少しでも早く病院に連れて行

ってあげてほしい。 

村上管理主事 病院を念頭に入れて対応していたとのことだが、改めて、迅速な対応

を徹底する。 

 

・コロナウイルスによる対応の現状について【学校教育課長】 

①短縮授業について 

給食を食べて帰ることについて、給食を食べずに帰らせたいという問い合わせがあっ

た。今回は学校に判断を委ねたが、緊急事態宣言が延長された場合は学校の状況、市

内の状況を踏まえて対応を検討する必要がある。 

②8 月 25 日からの出校日の出席状況について 

コロナ関連の出席停止 小中学校合わせて約 170 名。 

「出校日」だから休ませているようで、始業式以降はほぼ出席している。 

③教職員のワクチン接種 

接種率（接種済みまたは予定が立っている）は 8 割程度。イオンでの集団接種などを

案内している。 

 

中野委員 予定が立っていない先生は自身の意志で接種しないのか、予約がとれ

ていないのか。 

石丸課長 確認していないが、ほとんどが接種する意志はあるようだ。 

 

・地方創生臨時交付金について【教育部長】 

地方創生臨時交付金が市町村に 1,000 億円交付されることになった。 

今回は事業者支援、感染症対策強化に対して交付され、使途について各課で取りまと

め中である。 

 

・会議録署名委員の指名について 

 阿部委員を指名 

 

 

６．閉会 

 

  



 

（署名） 

 

直方市教育委員会教育長 

 

山本 栄司 

 

 

 

（署名） 

 

直方市教育委員会教育委員 

 

阿部 英子 

 


